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紅葉、鮮やかに。
国指定史跡 豊後街道 的石御茶屋跡

緑いきづく火の神の里
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　ぼくの夢は獣医です。そのために毎日の勉強を
がんばっています。
　ぼくは以前、鳥を飼っていました。でも寿命で
死んでしまいました。その時ぼくは、かわいがっ
ていた鳥が死んで悲しかったです。
　だからぼくは、獣医になって動物を助け、たく
さんの飼い主さんの笑顔を見たいと思います。
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夢を追いかけて

宮
み や ざ き

崎 晃
ひかる

 さ ん

　11 月初旬になると、阿蘇市
内の各地で紅葉を楽しむこと
ができます。
　県道河陰阿蘇線沿いに位置
し豊後街道の一つとして平成
25 年 7 月 10 日に国指定史跡・
豊後街道に登録された的石御
茶屋跡でも、例年 11 月初旬か
ら中旬にかけて絶好の見ごろ
を迎えます。
　庭園奥の湧水池付近でも美
しい紅葉が見られ、写真愛好
家にも人気のスポットとなっ
ています。（写真上）

（写真撮影：平成 24 年 11 月８日）



平成 25 年度 決算報告
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阿蘇市の財政事情

　
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
決

算
額
は
、
歳
入
が
前
年
度
よ
り
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繰
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越
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災
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復
旧
事
業
等
の
財
源
と
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っ

て
い
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。

　

決
算
額
減
少
の
主
な
要
因

は
、
平
成
24
年
九
州
北
部
豪
雨

災
害
に
伴
う
災
害
救
助
・
復
旧

関
係
経
費
の
減
少
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
な
お
、
平
成
25
年
度
決
算
に

お
い
て
も
災
害
復
旧
事
業
を
中

心
に
小
中
学
校
校
舎
の
耐
震
補

強
事
業
や
市
営
住
宅
建
設
事
業

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。（
主

な
事
業
は
、
６
ペ
ー
ジ
に
記
載

し
て
い
ま
す
。）

　
今
後
も
経
常
経
費
の
徹
底
し

た
削
減
を
行
い
、
更
な
る
財
政

の
健
全
化
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　成2５年度一般会計及び特別会計・企業会計の決算が、市議会 9月定例会で承
認されました。皆さまから納めて頂いた税金や国・県から交付されたお金がど

のように使われたのかをお知らせします。

一般会計歳入総額

１９３億７, １２９万４千円（対前年比▲ 2.9％）

❶地方交付税　33.5％

❷国県支出金　27.6％

❸市税　15.1％

❹市債　8.6％

❺繰越金　6.7％

❻財産収入等　3.8％

❼地方譲与税・各種交付金　2.8％ ❽使用料等　1.9％

❶地方交付税 どの地域に住む住民にも一定の水準の行政サービスを提供できるよう国か
ら交付されるお金 64億8,757万 9千円

❷国県支出金 特定の事業を行うために国や県が交付するお金 53億4,063万円
❸市税 市民の皆さまから納めていただいた税金 29億2,631万 8千円
❹市債 特定の事業を行うために市が借り入れたお金 16億7,060万円
❺繰越金 前年から持ち越したお金 12億9,616万 1千円
❻財産収入等 財産収入のほか、寄附金、繰入金、諸収入が含まれます。 7億3,790万 9千円
❼地方譲与税・
　各種交付金

国税や県税として徴収したものを、国や県が一定の基準により、市に対
して譲与・交付するお金 5億3,821万 9千円

❽使用料等 使用料のほか手数料、分担金及び負担金が含まれます。 3億7,387万 8千円

自

依

依

自

依

自

自

依

自 ＝自主財源

依 ＝依存財源

●歳入内訳

平

歳入
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一般会計歳出総額

１８０億２，１６４万２千円（対前年比▲ 3.4％）

❶民生費　25.2％

❷総務費　14.5％

❸災害復旧費　11.2％❹衛生費　10.3％

❺教育費　10.0％

❻公債費　8.5％

❼土木費　8.1％

❽農林水産業費　5.5％

❾商工費　3.0％

❿消防費　2.8％
⓫議会費　0.9％

民生費 福祉の向上のために使われるお金 45億4,938万 6千円
総務費 庁舎の維持管理や交通、統計、選挙、徴税などのためのお金 26億1,910万 5千円
災害復旧費 災害復旧のために使われるお金 20億1,425万円
衛生費 ごみ処理や健康づくりなどのために使われるお金 18億5,102万 1千円
教育費 教育のために使われるお金 18億1,120万円
公債費 市の借金を返済するためのお金 15億3,535万 5千円
土木費 道路や橋、河川、公営住宅などの整備のために使われるお金 14億5,879万 6千円
農林水産業費 農林畜産業の振興のために使われるお金 9億8,465万 2千円
商工費 商工、観光の振興のためのお金 5億3,720万 4千円
消防費 市民の安全を守る消防活動や防災対策のために使われるお金 5億396万円
議会費 議会運営のためのお金 1億5,671万 3千円

●歳出内訳

財 源 内 訳

自主財源 市が独自に調達できるお金
53 億 3,426 万 6 千円

依存財源国や県などから市に入って
くるお金　
140 億 3,702 万 8 千円

歳入歳出差引額

１３億４，９６５万２千円

歳出

27.5％ 72.5％
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民生費
●児童福祉事業
●障がい者福祉事業
●老人福祉事業
●生活保護事業

総務費
●地方バス運行特別対策事業
●乗合タクシー運行事業
●光ネットワーク強靭化事業
●光ネットワーク管理事業

災害復旧費
●公共土木施設災害復旧事業
●農地・農業用施設災害復旧事業
●林道施設災害復旧事業
●厚生労働施設災害復旧事業

衛生費
●予防接種・各種健診事業
●ごみ収集事業
●阿蘇広域行政事務組合負担金
（RDF・し尿処理等）
●病院建設出資事業

教育費
●一の宮中学校校舎耐震補強事業
●阿蘇西小学校校舎耐震補強事業
●山田小学校体育館耐震補強事業

土木費
●阿蘇市幹線道路整備事業
●道路維持・新設改良事業
●新小里団地 C棟建設事業
●池尻団地 C棟建設事業

農林水産業費
●農道林道整備事業
●農地・水・環境保全管理支払事業
●中山間地域等直接支払事業
●くまもと稼げる園芸産地育成対策事業
●阿蘇中部地区トマト選果システム導入事業
●地籍調査事業

商工費
●商店街活性化・景観整備事業
●健康づくりの郷推進委員会補助事業

（大阿蘇元気ウォーク）
●阿蘇「草・観・然」活性化事業
● ANA ネーミングライツ事業
●地域振興型イベント補助事業
●エコツーリズムセンター（仮称）整備事業
●阿蘇イルミネーション事業

平成 25 年度に実施した
主な事業を紹介します

災害復旧事業
●事業内容　�平成 24 年九州北部豪雨災害により被災した

各種施設の災害復旧事業
●事業費　20 億 1,425 万円

小中学校耐震補強事業
●�事業内容　�耐震性能が不足する一の宮中学校校舎及び阿

蘇西小学校校舎、山田小学校体育館の耐震性
確保及び老朽改修事業

●事業費　３億３，２４６万９千円

市営住宅建設等事業（新小里・池尻団地）
●�事業内容　新小里団地 C棟・池尻団地 C棟の建設事業
●事業費　６億３，７８６万１千円

平成２５年度実施の主な事業

復旧した一の宮高齢者センター

耐震工事が完了した山田小学校体育館

完成した新小里団地 C 棟
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平成 25 年度 決算報告 特別会計と企業会計

特 別 会 計 市が特定の事業を行う時に経理を明確にするため一般会計と区別した会計です

会計名 歳入決算額 歳出決算額 差引額

　阿蘇山観光事業特別会計 1 億 62 万 1 千円 9,894 万 4 千円 167 万 7 千円

　下水道事業特別会計 8 億 6,051 万 5 千円 8 億 3,723 万 6 千円 2,327 万 9 千円

　国民健康保険事業特別会計 42 億 3,605 万 6 千円 39 億 9,392 万 8 千円 2 億 4,212 万 8 千円

　介護保険事業特別会計 30 億 4,958 万 8 千円 29 億 2,273 万 4 千円 1 億 2,685 万 4 千円

　後期高齢者医療事業特別会計 3 億 8,605 万 7 千円 3 億 7,823 万 4 千円 782 万 3 千円

　坂梨財産区特別会計 2,701 万 2 千円 1,887 万 2 千円 814 万円

　古城財産区特別会計 2,909 万円 1,392 万 1 千円 1,516 万 9 千円

　中通財産区特別会計 1,202 万 6 千円 697 万 8 千円 504 万 8 千円

　宮地財産区特別会計 21 万 8 千円 19 万 6 千円 2 万 2 千円

　診療所特別会計 9,527 万 1 千円 9,527 万 1 千円 0 千円

企 業 会 計 市が経営する企業の会計です

会計名 収入決算額 支出決算額 差引額

水道事業会計

（収益的収入額） （収益的支出額） （収益的収支）

4 億 6,884 万 4 千円 4 億 1,381 万 1 千円 5,503 万 3 千円

（資本的収入額） （資本的支出額） （資本的収支）

1 億 2,732 万 2 千円 4 億 2,031 万 9 千円 ▲ 2 億 9,299 万 7 千円

阿蘇中央病院事業会計

（収益的収入額） （収益的支出額） （収益的収支）

11 億 8,872 万 8 千円 12 億 6,827 万 2 千円 ▲ 7,954 万 4 千円

（資本的収入額） （資本的支出額） （資本的収支）

9 億 3,525 万 2 千円 10 億 8,107 万 9 千円 ▲ 1 億 4,582 万 7 千円

平成 26 年 8 月 6 日に開院した「阿蘇医療センター」
平成 25 年度事業費 1,132,436 千円

（H22 ～ 26 までの総事業費は 5,045,835 千円）



平成 27 年度　保育園・認定こども園
入園手続きのご案内
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平成 27年４月、子ども・子育て支援新制度スタート

平成 27 年４月から始まる新制度では、幼稚園、保育園、認定こども園などの
施設を利用する場合、支給認定の申請（広報あそ 10 月号参照）が必要になり
ます。入園を希望する施設や認定区分によって入園手続きが異なります。

保育施設利用申込期間　　11月10日㊊　～　12月10日㊌

認定区分 対象 利用できる主な施設

１号認定 満３歳以上で、保育を必要とせず教育を希望する子ども 幼稚園、認定こども園

２号認定 満３歳以上で『保育を必要とする事由』に該当し、保育
園等での保育を希望する子ども 保育園、認定こども園

３号認定 満３歳未満で『保育を必要とする事由』に該当し、保育
園等での保育を希望する子ども 保育園、認定こども園

※年度途中の申込み希望の方もこの期間にお申込みください。
※認定こども園（1 号認定）の申込期間は各施設により異なりますのでお問い合わせください。

保
育
園
の
入
園
手
続
き

（
２
号
・
３
号
認
定
）

新制度の
ポイント

　
入
園
で
き
る
児
童
は
、
条
例
に
基
づ
き
、
次
の
保
育
を

必
要
と
す
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
家
庭
の
児
童

で
す
。
保
育
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
状
況
を
考
慮
し
た
う

え
で
優
先
度
の
高
い
児
童
か
ら
選
考
し
ま
す
。

●
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由

▼�

就
労
（
保
護
者
が
就
労
し
て
お
り
同
居
親
族
も
保
育
で

き
な
い
場
合
）

▼�

母
親
の
妊
娠・出
産（
保
護
者
が
出
産
前
後
で
あ
る
場
合
）

▼�

保
護
者
の
病
気・障
が
い
等
（
保
護
者
が
病
気
、
負
傷
、

心
身
に
障
が
い
が
あ
る
）

▼�

同
居
家
族
の
介
護
・
看
護
（
同
居
し
て
い
る
親
族
を
常

時
介
護
・
看
病
す
る
必
要
が
あ
る
）

▼�

家
庭
の
災
害
復
旧

　
（
災
害
に
あ
っ
て
復
旧
活
動
を
し
て
い
る
）

▼�

就
学
等

　
（
保
護
者
が
就
労
に
つ
な
が
る
就
学
を
し
て
い
る
）

▼�

求
職
活
動

　
（
日
中
、
求
職
活
動
や
起
業
活
動
を
し
て
い
る
）

▼�

育
児
休
業
取
得
中
に
、
す
で
に
保
育
施
設
を
利
用
し
て

い
る
子
ど
も
が
い
て
継
続
利
用
が
必
要

▼�

そ
の
他
（
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
、
保
育

が
必
要
な
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
）

●
提
出
書
類

　

�

提
出
書
類
は
市
役
所
福
祉
課
及
び
各
支
所
、
各
園
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。



施設一覧
※定員は、現段階の予定です。

保育園
[ 一の宮地区 ]

宮地保育園
☎ 22-2444　定員 :100 人

古城保育園
☎ 22-0380　定員：50 人

りんどう保育園
☎ 22-4539　定員：100 人

坂梨保育園
☎ 22-0435　定員：55 人

[ 波野地区 ]

波野保育園
☎ 24-2800　定員：45 人

[ 阿蘇地区 ]

内牧保育園
☎ 32-0354　定員：130 人

熊本 YMCA 黒川保育園
☎ 34-0402　定員：110 人

熊本 YMCA 赤水保育園
☎ 35-0024　定員：90 人

熊本 YMCA 永草保育園
☎ 32-0810　定員：30 人

熊本 YMCA 尾ヶ石保育園
☎ 32-0213　定員：40 人

山田保育園
☎ 32-0794　定員：45 人

乙姫保育園
☎ 32-0315　定員：30 人

認定こども園（予定）

阿蘇中央幼稚園
☎ 32-3643　定員：130 人

あそひかり幼稚園
☎ 22-0089　定員 55 人
※�上記２園は、平成 27 年４月から
認定こども園へ移行予定です。
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①支給認定の申請　②入園の申し込み　をする。
　[ 提出先：市役所福祉課、各支所または希望する各園 ]
　※�すでに保育園に通っている園児も①・②ともに提出する必要があります。

③審査・実態調査・入園調整
　�市で、提出された書類等により入園の基準を満たしているかを審査し、
必要に応じて保護者などの就労状況の実態調査を行います。
　�なお、ご希望の保育施設に希望者が多く、定員を超える場合は他の園へ
入園いただくこともありますのでご了承ください。

11 月 10 日～ 12 月 10 日まで

④支給認定及び入園決定
　�市から「支給認定証」及び「内定通知書」などを郵送いたします。
　（兄弟姉妹在園者には園を通じてお渡しします。）
※内定通知書等が届くまでは、入園可否のお問い合わせはご遠慮ください。

２月頃

※�支給認定結果は認定事務が集中するため、内定通知書の結果と
合わせて２月中に通知します。

保育施設入園申し込みの流れ

認
定
こ
ど
も
園(

※
移
行
予
定)

の

入
園
手
続
き

●
１
号
認
定
の
場
合

　

�

園
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
各
園
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
２
号
・
３
号
認
定
の
場
合

　

�

保
育
園
入
園
手
続
き
と
同
様
で
す
。た
だ
し
、

契
約
な
ど
の
手
続
き
は
各
園
と
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
各
園
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
の

保
育
料
に
つ
い
て

　
保
育
料
は
、
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
た
支
払

い
と
な
り
、国
が
定
め
る
基
準
を
上
限
と
し
て
、

市
が
定
め
ま
す
。

　

�

具
体
的
な
保
育
料
は
国
の
予
算
編
成
も
踏
ま

え
検
討
し
、
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。[ この案内に関するお問い合わせ ]

市役所 福祉課 子育て支援係
☎ 22-3167
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認知症をテーマに福祉劇
「ふれあい一座」が功労者知事表彰受賞

　
認
知
症
対
策
に
積
極
的
に
取

り
組
む
個
人
や
団
体
を
表
彰
す

る
『
熊
本
県
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
功
労
者
』
に
、
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
一
の
宮
支
部
役
員

で
つ
く
る
「
ふ
れ
あ
い
一
座
」

（
江
藤
晃
代
表
、
14
人
）
が
選

ば
れ
９
月
21
日
、
県
知
事
表
彰

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
一
座
は
、
認
知
症
へ
の
理

解
と
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発

を
図
ろ
う
と
平
成
24
年
12
月
に

ふれあい一座の皆さん。平均年齢 85 歳で元気いっぱいに
活躍されています。

結
成
。
以
後
、
高
齢
者
が
集
う

サ
ロ
ン
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
な
ど
で
、
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
劇
を
披
露
し
て
い
ま

す
。

　
９
月
26
日
に
佐
藤
市
長
に
受

賞
報
告
に
訪
れ
た
一
座
の
皆
さ

ん
は
「
一
座
の
み
ん
な
は
気
心

が
知
れ
た
家
族
の
よ
う
な
存

在
。
こ
の
受
賞
を
励
み
に
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
、
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

16 基の砂防堰堤工事完了
熊 本 県 が 事 業 完 了 報 告 会

　
一
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨

の
災
害
関
連
緊
急
砂
防
事
業

と
し
て
、
熊
本
県
が
進
め
て

き
た
砂
防
堰
堤
工
事
が
９
月

末
に
全
箇
所
完
成
し
た
こ
と

を
受
け
、
事
業
完
了
報
告
会

が
10
月
９
日
、
福
岡
地
区
砂

防
堰
堤
地
で
開
催
さ
れ
、
地

元
区
長
や
関
係
者
な
ど
約
70

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
県
の
担
当

者
が
工
事
経
過
報
告
を
行

い
、
パ
ネ
ル
を
使
用
し
て
堰

堤
の
構
造
な
ど
を
紹
介
。
そ

の
後
、
見
学
に
訪
れ
た
坂
梨

保
育
園
の
園
児
ら
と
と
も

に
、
復
興
を
祈
願
し
バ
ル
ー

ン
リ
リ
ー
ス
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
災
害
で
６
名
の
尊
い
命
が

奪
わ
れ
た
福
岡
区
の
市
原
鉄

朗
区
長
は
「
今
回
の
工
事
が

完
了
し
た
こ
と
で
一
区
切
り

が
つ
い
た
と
い
う
気
持
ち
。

こ
の
災
害
を
風
化
さ
せ
ず
地

域
住
民
の
方
々
に
も
災
害
へ

の
備
え
を
も
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

砂防堰堤の前でバルーンリリースをする園児や関係者。
今後、激特事業分の砂防工事が行われます。

WebTV アソ
動 画
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部活帰りに着用し安全確保を！
交通安全協会が蛍光タスキを寄贈

　

阿
蘇
地
区
交
通
安
全
協
会

（
岩
下
哲
三
会
長
）
は
９
月
18

日
、
登
下
校
時
に
着
用
す
る
蛍

光
タ
ス
キ
４
６
０
本
を
、宮
地・

坂
梨
・
阿
蘇
・
波
野
小
学
校
に

そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
部
活
動
な
ど
で
帰
り
が
遅
く

な
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確

保
し
よ
う
と
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
、
宮
地
小
に
は
２
年
～
６
年

生
に
計
２
６
０
本
を
寄
贈
。
岩

下
会
長
か
ら
「
子
ど
も
が
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
ご
指
導
く
だ

さ
い
」
と
、
工
藤
栄
治
校
長
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

City Topics ま ち の 話 題

広
告

神々の舞に観客魅了
第 23 回神楽フェスティバル

　
阿
蘇
市
波
野
の
伝
統
芸

能
で
も
あ
る
神
楽
の
祭
典

「
第
23
回
神
楽
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
10
月
４
日
、

道
の
駅
波
野
「
神
楽
苑
」

で
開
か
れ
、
１
０
０
０
人

を
超
え
る
観
客
で
賑
い
ま

し
た
。

　
台
風
の
接
近
に
よ
り
翌

日
の
公
演
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
と
し
も
地

元
中
江
岩
戸
神
楽
保
存
会

や
横
堀
岩
戸
神
楽
保
存
会

を
は
じ
め
、
大
分
県
や
島

根
県
な
ど
あ
わ
せ
て
７
団

体
が
出
演
。
波
野
小
・
中

学
校
の
波
野
子
ど
も
神
楽

も
出
演
し
、
観
客
か
ら
大

き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

蛍光タスキを受け取る工藤校長（写真左）

WebTV アソ
動 画
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「
よ
さ
こ
い
」
の
力
で

復
興
途
中
の
阿
蘇
に
元
気

を
届
け
よ
う
と
９
月
27

日
、
あ
そ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
復
幸
ま
つ
り
が
開
か

れ
、
九
州
各
県
か
ら
17
団

体
２
５
０
人
の
踊
り
子
た

ち
が
演
舞
を
披
露
し
ま
し

た
。

「よさこい」で復興支援
第 １ 回 あ そ YOSAKOI 復 幸 ま つ り

　
こ
の
ま
つ
り
は
阿
蘇
市

で
活
動
す
る
「
Ａ
Ｓ
Ｏ
☆

Ｋ
Ｏ
Ｉ
華か

る

で

ら

流
伝
羅
（
寺
澤

和
男
会
長
、
30
人
）」
が

各
団
体
に
呼
び
か
け
企
画

し
た
も
の
で
、
坂
梨
の
馬

場
八
幡
宮
例
大
祭
前
夜
祭

を
は
じ
め
、
市
内
３
会
場

を
巡
り
、
多
彩
な
演
舞
で

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

黒川の将来にわたる
安全対策を主軸に

第２回黒川激特事業及び川づくりに係る協議会
　
県
は
、
激
特
事
業
の
円
滑
な
実

施
と
災
害
に
強
い
川
づ
く
り
を
地

域
の
代
表
と
議
論
す
る
場
を
設
け

よ
う
と
、
こ
と
し
か
ら
「
黒
川
激

特
事
業
及
び
川
づ
く
り
に
係
る
協

議
会
」
を
設
置
し
て
お
り
、
第
２

回
会
議
が
10
月
15
日
、
内
牧
支
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
、
安
心
安
全
な
黒

川
づ
く
り
を
よ
り
推
進
す
る
た
め

規
約
改
正
を
行
い
、
激
特
事
業
終

了
後
も
黒
川
河
川
の
中
長
期
改
修

整
備
計
画
に
向
け
た
取
り
組
み
を

重
要
課
題
と
位
置
付
け
た
ほ
か
、

委
員
も
増
員
し
課
題
解
決
に
向
け

た
態
勢
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

※�

改
正
後
協
議
会
委
員
…
流
域
代

表
区
長
８
名
、
市
議
会
議
員
３

名
、
九
州
電
力
株
式
会
社
、
一

の
宮
町
土
地
改
良
区
、
阿
蘇
土

地
改
良
区
各
１
名
、
県
職
員
２

名
、
市
職
員
３
名
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
：
国
交
省
熊
本
河
川
国
道

事
務
所
ほ
か
専
門
家

コミュニティ助成事業

古城３の２区がコミュニティ
助成事業で地域活動備品を整備

　地域社会の健全な発展を図ることを目
的とした宝くじの助成金により、古城３
の２区が地域活動時に不足していたテー
ブル、イス、厨房機器等を公民館に整備
しました。
　このコミュニティ助成事業は、社会貢
献広報事業費を財源として財団法人自治
総合センターが助成を行うものです。
　地域活動備品の整備を行ったことによ

り、同地区では
コミュニティ活
動が一層活発に
なると期待され
ます。

馬場八幡宮例大祭前夜祭で演舞を披露する
「ASO ☆ KOI 華流伝羅」の皆さん
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阿
蘇
小
学
校
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
で

９
月
22
日
、
数
年
前
に
鬼
八
伝
説
を
本
に

さ
れ
た
市
原
美
代
子
さ
ん
（
上
役
犬
原
）

を
招
い
て
、
手
作
り
の
紙
芝
居
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
、「
大
工
と
鬼
六
」
を
絵
巻
物
で
、

そ
の
後
「
世
界
一
お
い
し
い
ス
ー
プ
」
と

「
目
が
み
え
な
く
な
っ
た
鹿
」
を
紙
芝
居

で
披
露
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
食
い
入

る
よ
う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
全
て

市
原
さ
ん
自
身
が
描
い
た
絵
で
、
い
ろ
い

ろ
工
夫
が
な
さ
れ
て
お
り
、
話
に
も
心
に

沁
み
る
よ
う
な
語
り
で
子
ど
も
た
ち
も
感

じ
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
同
校
で
は
毎
週
金
曜
日
の
朝
の
時
間
に

市
原
さ
ん
は
じ
め
６
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

地域の力を学校教育に。

学校支援ボランティア事業

阿 蘇 小 学 校

手作りの紙芝居で読み聞かせ

絵巻物を披露する市原さん

全国大会出場おめでとう！

●ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
　第２８回全国都道府県対抗中学バレーボール大会

　（12 月 25 日～、大阪府）

　加納 陸（阿蘇中学校 3 年）
　濵田 桜子（阿蘇中学校 2 年）

●第 14 回全国障害者スポーツ大会陸上競技
（11 月 1 日～、長崎県）

 　家入 久実（ひのくに高等支援学校 3 年、一の宮中出身）

（敬称略）

ジオパーク出前講座実施中！

ジオを
知ろう！

阿蘇ジオパーク推進協議
会では、 ジオパークに
ついてのさまざまなこと
を分かりやすく説明する出前講座を
行っています。
団体などの集りの際は、職員がお
伺いしますのでぜひご活用くださ
い！！詳しくは下記まで！

＊＊問い合わせ＊＊
阿蘇ジオパーク推進協議会
☎３４－２０８９

エコで豊かな暮らしの実現を。
阿 蘇 市 エ コ フ ォ ー ラ ム

　

ご
み
の
減
量
を
図
る
た
め
３
Ｒ

（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ

イ
ク
ル
）
推
進
月
間
（
10
月
）
に
ち

な
ん
だ
阿
蘇
市
エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

10
月
10
日
、
大
阿
蘇
環
境
セ
ン
タ
ー

未
来
館
で
開
か
れ
約
１
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

活
躍
す
る
中
村
幸
子
氏
（
熊
本
市
在

住
）
を
講
師
に
迎
え
、
生
活
の
中
で

で
き
る
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
講
演
。
そ
の
後
、
参

加
者
は
未
来
館
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
程

を
見
学
し
、
適
正
な
分
別
の
大
切
さ

な
ど
、
認
識
を
深
め
ま
し
た
。講演会のようす

（お詫びと訂正）　訂正してお詫びします。
　　　　　　　　広報あそ 10 月号 18㌻　誤：富田監督　正：豊田監督

WebTV アソ
動 画



　ＡＳＯ田園空間博物館では地域の奥深い魅力を
伝えるため、地域の方々と協力した散策イベント
を定期的に開催しています。地域活動を活発に
行っている団体の取り組みのひとつを紹介する
「田空わがまち自慢」。
　第 10回目は、サテライトである乙川湧水群や
棚田を管理されている山田地区有志の方々、そし
て、伝説の残る小池七池を管理されている小池地
区有志の方々 2つのグループの皆さんにお話し
を伺いました。

山
田
地
区

五
岳
を
一
望
で
き
る

棚
田
で
の
イ
ベ
ン
ト

　
田
地
区
で
は
、
４
年
前

か
ら
地
元
の
有
志
10
名

で
乙
川
湧
水
群
や
棚
田
の
清

掃
、
ヒ
マ
ワ
リ
や
彼
岸
花
な
ど

の
花
植
え
な
ど
の
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｏ

田
園
空
間
博
物
館
と
と
も
に
地

域
散
策
イ
ベ
ン
ト
を
年
数
回
開

催
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
乙

川
湧
水
群
の
清
掃
活
動
を
年
２

回
、
棚
田
周
辺
の
整
備
活
動
を

年
５
回
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

棚
田
で
は
、
地
域
住
民
と
肥
後

銀
行
が
協
力
し
て
約
７
０
０
人

に
、
稲
の
植
え
付
け
か
ら
収
穫

ま
で
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
に

喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
地
元

の
婦
人
会
が
、
棚
田
で
収
穫
さ

れ
た
お
米
を
使
っ
た
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
や
お
に
ぎ
り
、
豚
汁
な
ど

を
振
る
舞
っ
て
い
ま
す
。

後
継
者
育
成
の
た
め
の

取
り
組
み

　
在
、
棚
田
や
乙
川
湧
水

群
を
管
理
し
て
い
く
若

い
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
が
一

番
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
少
し
で
も
こ
の
問
題
を
解
決

し
た
い
と
思
い
、
山
田
地
区
の

子
ど
も
た
ち
に
棚
田
の
田
植
え

収
穫
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
た
り
、
地
元
の
学
校

の
棚
田
見
学
を
受
け
入
れ
る
な

ど
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
お
も
て
な
し
」
の

拡
充
を
図
る
た
め
に

　
田
地
域
の
水
を
も
っ
と

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
乙

川
湧
水
群
の
数
カ
所
に
水
飲
み

場
を
設
置
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
棚
田
に
見
学

に
来
た
人
の
た
め
に
ト
イ
レ
や

ベ
ン
チ
の
設
置
を
行
う
こ
と
で

山

棚
田
か
ら
見
る
景
観
を
も
っ
と

楽
し
ん
で
も
ら
い
、
訪
れ
た
人

に
と
っ
て
憩
い
の
地
に
な
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な

イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、
婦
人
会
や

子
ど
も
会
と
有
志
メ
ン
バ
ー
と

で
連
携
を
取
り
、
イ
ベ
ン
ト
参

加
者
へ
の
「
お
も
て
な
し
」
の

充
実
を
図
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
山
田
で

育
っ
た
お
米
を
中
心
に
農
産
物

を
使
っ
た
料
理
の
開
発
に
取
り

組
み
、
山
田
地
域
を
た
く
さ
ん

の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

現

Ａ Ｓ Ｏ 田 園 空 間 博 物 館 通 信 No.58

空田
わがまち自慢

山 田・ 小 池 地 区

第10回

山

景観がすばらしい山田水掛棚田
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ん
ど
知
ら
な
い
の
で
、
こ
の
伝

説
を
後
世
に
残
し
て
い
く
こ
と

が
、
今
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
地
元
の
小
学
校
な

ど
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
山

田
に
残
る
民
話
を
子
ど
も
た
ち

に
紙
芝
居
を
使
っ
て
伝
え
、
自

分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
に

も
っ
と
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民

と
の
つ
な
が
り
や
地
域
同
士
の

つ
な
が
り
の
場
を
増
や
す
た
め

に
、
山
田
地
域
で
行
う
イ
ベ
ン

ト
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
に
向
け
て

　
館
や
商
店
街
と
連
携
し
、

訪
れ
た
人
が
気
軽
に
山

田
地
域
に
足
を
運
べ
る
よ
う
、

小
池
七
池
伝
説
や
山
田
の
特
産

品
な
ど
を
載
せ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博

物
館
と
一
緒
に
た
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
阿
蘇
市
内

外
の
人
に
山
田
地
域
の
良
さ
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
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も
と
７
つ
あ
っ
た
池
の
内
４
つ

の
池
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ

の
４
つ
の
池
も
場
所
が
分
か
り

づ
ら
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た

が
、
案
内
看
板
な
ど
を
立
て
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
池
を
訪
れ
る

人
も
増
え
、
地
域
住
民
の
地
元

を
Ｐ
Ｒ
す
る
意
識
も
高
ま
り
ま

し
た
。

地
元
の
素
晴
ら
し
さ
を

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
へ

　
元
の
子
ど
も
た
ち
が
小

池
七
池
の
伝
説
を
ほ
と

ド
（
※
）」
を
作
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
作
っ
た
こ
と
で
地
域
に

活
気
が
生
ま
れ
、
小
池
地
区
の

「
宝
」
で
あ
る
小
池
七
池
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
小
池
地
区
の
有
志
６
名

で
史
跡
委
員
会
を
結
成
し
ま
し

た
。

　
平
成
17
年
度
か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｏ

田
園
空
間
博
物
館
と
と
も
に
地

域
散
策
イ
ベ
ン
ト
を
年
数
回
開

催
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
小
池

七
池
の
う
ち
赤
池
、
鶴
池
の
清

掃
活
動
を
年
２
回
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間

博
物
館
と
協
力
し
て
、
小
池
七

池
の
案
内
看
板
、
標
柱
を
作
成

し
ま
し
た
。
小
池
七
池
は
も
と

旅

小
池
地
区

小
池
七
池
を
活
用
し
た

地
域
の
取
り
組
み

　
池
地
区
で
は
、
地
域
の

活
性
化
と
こ
の
地
域
に

住
む
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
作

り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
小
池
地

区
に
あ
る
道
沿
い
の
土
手
に
紫

陽
花
を
植
え
、「
あ
じ
さ
い
ロ
ー

地

小

清
掃
活
動
の
よ
う
す

小池七池の案内のようす

田空イチオシ！
小
こうじなないけ
池七池伝説

　本池、寄池、鶴池、赤池、青池、壺池、泡池の七
つの池が伝説になったものである。
　その昔、豊後竹田の豪族に美しい姫君が誕生した。
清夜姫と名付けられた姫はすくすくと成長して１６
才の春を迎えた。その頃、若君に嫁を迎えようとし
た菊池の城では清夜姫の噂を聞きつけた。縁談はめ
でたく整い、春の終わり頃輿入れの運びとなった。
嫁入りの日、清夜姫は６人の腰元と警護の武士たち
に付き添われ竹田から滝室坂を通って、菊池へと進
んだ。
　小池の池のほとりに差し掛かった時、姫が水を飲
みたいと言ったので輿を止めたところ、姫は降りて
池のそばまで行って、何を思われたか突然身を翻し
て池に飛び込み、みるみるうちに蛇身と化して池の
中に沈んでいっ
た。成り行きに
動転した腰元た
ち６人も悲嘆の
あまり次々に入
水して全て大蛇
となったという。

※「あじさいロード」は、平成 24 年の水害により現在ご覧いただけません。
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CITY INFORMATION 市 役 所からのお知らせ

　
が
差
押
え
を
行
っ
た
家
具
、
家
電
製
品
、
日
用

品
な
ど
約
50
品
目
の
公
売
会
を
開
催
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
　
　
11
月
30
日
日

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時　
開
場

●
と
こ
ろ　
　
旧
乙
姫
小
学
校

●
公
売
方
法　
入
札

　
※�

入
札
書
は
会
場
で
準
備
し
て
い
ま
す
。

●
持
参
物

　
▼�

印
鑑
（
認
印
可
。
法
人
の
場
合
、
代
表
者
印
）

　
▼
落
札
代
金　
▼�

本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免

　
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
▼
ス
リ
ッ
パ

差
押
動
産
約
50
点
！
公
売
会
を
開
催
し
ま
す
！

●
税
務
課 

収
税
係　
☎
２
２
‐
３
１
４
８

市

広
告

＜注意事項＞

❶�会場での現況有姿で行いますので、現品を
確認のうえ、入札してください。
❷クレームや返品は一切受付けません。
❸�公売前に滞納金が完納になった場合、公売
中止となります。
❹�落札された物品は、即日搬出してください。
❺�落札物品の搬出に伴う運搬手配及びその他
一切の経費は、落札者の負担となります。
❻�代理人が落札物品を持ち帰る場合、委任状
が必要です。
❼�落札者が未成年の場合、保護者の同意書が
必要です。

公売品 ( 一部 )

その他、こたつ、冷蔵
ショーケース、アイロ
ン、壁掛け時計、三脚
脚立などを準備してい
ます。
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公
用
車
（
ト
ヨ
タ
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
）
を
公
売
し
ま
す

●
観
光
ま
ち
づ
く
り
課 　
観
光
企
画
係
☎
２
２
‐
３
１
７
４

　
の
公
用
車
（
ト
ヨ
タ
ハ
イ
ラ
ッ
ク

ス
）
を
公
売
し
ま
す
。

●
公
売
物
件

　　
●
公
売
日
時

▽
展
示　
12
月
10
日
水

　
午
後
１
時
～
１
時
40
分

▽
入
札　
12
月
10
日
水

　
午
後
２
時
～
２
時
30
分

▽
開
札　
入
札
終
了
後

●
公
売
会
場

　
市
役
所
２
階
会
議
室

●�

入
札
保
証
金　
入
札
金
額
の
５
％
以
上

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

市

●
落
札
者
の
代
金
納
付
期
限　

　
12
月
10
日
水　
午
後
５
時
ま
で

●
注
意
事
項

▽
動
作
保
証
は
し
な
い
。

▽
代
金
の
納
付
は
現
金
の
み
と
す
る
。

▽�

落
札
物
件
は
12
月
15
日
月
午
後
５
時
ま

で
に
引
き
取
る
こ
と
。（
車
検
切
れ
の

た
め
、
乗
っ
て
帰
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。）

●
そ
の
他
必
要
な
も
の

▽�
印
鑑
（
代
理
人
の
場
合
は
代
理
人
の
印

鑑
、
法
人
の
場
合
は
代
表
者
印
）。

▽
代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
は
委
任
状
。

車名 トヨタ ハイラックス
年式 平成 5 年式

排気量 2.8L（2,770cc）
走行距離 216,502km

車検 無
型式 S-LN107
燃料 軽油

最低落札価格 50,000 円

公売物件（トヨタハイラックス）
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阿蘇ひまわり基金法律事務所

熊本県弁護士会所属　弁護士　森　あい（もり　あい）

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）

＊まずはお気軽にお電話下さい

広
告

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
３

熊
本
～
台
湾
高
雄
線
定
期

チ
ャ
ー
タ
ー
便
就
航

　
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
か
ら
台
湾

へ
の
直
行
便
が
実
現
し
ま
し
た
。

駐
車
場
料
金
や
団
体
利
用
な
ど
の

助
成
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期
間　
平
成
27
年
３
月
27
日
ま
で

●
便
数　

　
週
３
便（
毎
週
火・金・日
曜
日
）

● 
取
扱
旅
行
会
社　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州

証
明
書
自
動
交
付
機

利
用
停
止
の
お
知
ら
せ

　
市
役
所
本
庁
及
び
内
牧
支
所
に

設
置
の
証
明
書
自
動
交
付
機
は
、

機
器
入
れ
替
え
作
業
の
た
め
、
12

月
８
日
月
か
ら
11
日
木
ま
で
の

間
、
利
用
を
停
止
し
ま
す
。

　
こ
の
期
間
中
に
証
明
書
が
必
要

な
方
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
に
窓
口
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
の
際
に
は
、
印
鑑

や
本
人
確
認
の
た
め
に
運
転
免
許

証
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
市
役
所
市
民
課

☎
２
２
‐
３
１
３
５

　
市
役
所
税
務
課

☎
２
２
‐
３
１
４
８

12
月
１
日
は

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

　
阿
蘇
保
健
所
で
は
、「
世
界
エ

イ
ズ
デ
ー
」
に
あ
わ
せ
、
通
常
の

検
査
日
に
追
加
し
て
検
査
を
実
施

し
ま
す
。
検
査
は
、
無
料
・
匿
名

で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
起
こ
る
病
気

で
す
。
感
染
か
ら
発
病
ま
で
、
数

年
の
潜
伏
期
が
あ
り
、
感
染
し
て

い
て
も
早
期
に
発
見
し
治
療
を
始

め
る
こ
と
で
、
発
病
を
予
防
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
検
査
は
予
約
制
で
、
結
果
は
採

血
後
、
約
１
時
間
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

●
検
査
日
時

▼
12
月
１
日
月
、
４
日
木

　
午
後
５
時
～
７
時

▼
12
月
３
日
水　

　
午
後
１
時
～
４
時

問
阿
蘇
保
健
所
保
健
予
防
課

☎
３
２
‐
０
５
３
５

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
事
業

を
ご
存
知
で
す
か
？

　
熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

と
し
て
左
記
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

学
習
意
欲
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

を
応
援
す
る
「
地
域
の
学
習
教

室
」
の
実
施
。

▼ 

離
婚
ま
た
は
別
居
に
よ
り
、
子

ど
も
と
別
れ
て
暮
ら
し
て
い
る

親
が
、
子
ど
も
と
会
っ
て
話
を

し
た
り
、
遊
ん
だ
り
し
て
交
流

す
る「
面
会
交
流
」を
サ
ポ
ー
ト
。

▼ 

母
子
福
祉
貸
付
の
就
学
支
度
資

金
が
入
学
手
続
き
に
間
に
合
わ

な
い
方
の
た
め
に
、
つ
な
ぎ
資

金
制
度
を
設
置
。

問
熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
０
９
６
‐
３
２
４
‐
２
１
３
６

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
は
年
末
調

整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切

に
保
管
を
！

　
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
は
、「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご

本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家

族
宛
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書

を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
26
年
10
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
こ
と

し
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
は
、
翌
年
の
２
月
上

お
知
ら
せ
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秋の火災予防運動
１１月９日日～１１月１５日土

�もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ
（平成 26年度防火標語）

重点目標
1住宅防火対策の推進
2放火火災防止対策の推進
3特定防火対象物等における防火安全対策の徹底
4製品火災の発生防止に向けた取組の推進
5多数の者が集合する催しに対する火災予防指導等の徹底
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熊
本
支
店
、
九
州
産
交
ツ
ー
リ

ズ
ム
、
阪
急
交
通
社

問
熊
本
県
交
通
政
策
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
１
６
５

「
全
国
統
一
防
火
標
語
」
募
集

　
一
般
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険

協
会
で
は
、消
防
庁
と
共
催
で「
全

国
統
一
防
火
標
語
」
を
募
集
し
ま

す
。

　
入
選
作
品
は
、
消
防
庁
の
後
援

を
得
て
協
会
が
作
成
す
る
防
火
ポ

ス
タ
ー
に
採
用
さ
れ
、
全
国
の
消

防
署
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
機
関

な
ど
に
掲
示
さ
れ
ま
す
。

　
火
災
の
恐
ろ
し
さ
、
防
火
の
大

切
さ
、
防
火
の
ポ
イ
ン
ト
や
手
法

な
ど
を
簡
潔
に
表
現
し
た
斬
新
な

作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
方
法　

　
ウ
ェ
ブ
ま
た
は
ハ
ガ
キ

●
応
募
締
切　
11
月
30
日
日

※
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
（
一
財
）
日
本
損
害
保
険
協
会

☎
０
３
‐
３
２
５
５
‐
１
２
１
５

募

集

　
多
様
な
恵
み
を
提
供
し
て
く
れ
る
草
原
の
価
値

を
広
く
国
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
今

後
の
草
原
保
全
に
弾
み
を
つ
け
る
起
爆
剤
と
な
る

よ
う
、
全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

阿
蘇
で
開
催
し
ま
す
。

　
全
国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
草
原
保
全
や

利
活
用
の
事
例
を
学
び
合
い
、
全
国
の
草
原
を
保

有
す
る
自
治
体
関
係
者
や
地
元
農
家
、
観
光
関
係

者
、研
究
者
、市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
結
び
、
草
原
の
利
用
・
保
全
・
活
用
を

核
に
し
た
地
域
づ
く
り
の
新
た
な
展
望
を
拓
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　
11
月
22
日
土
～
24
日
月

▼
11
月
22
日
土

　

�

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
（
輪
地
切
り
の
視
察
、

草
千
里
が
浜
見
学
、
草
泊
ま
り
見
学
）

▼
11
月
23
日
日

　

�

第
10
回
全
国
草
原
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
基
調
講
演
、

事
例
報
告
、
分
科
会
、
全
体
討
論
会
）

▼
11
月
24
日
月

　

�

第
10
回
全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
（
全
国
各
地
の
首

長
に
よ
る
討
論
会
）

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

●
参
加
申
込　
11
月
10
日
月
ま
で

※�

申
込
方
法
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
市
町
村
会　
☎
２
２
‐
３
８
０
５

　
阿
蘇
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク　

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
３
５
‐
１
１
１
０

第
10
回
全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
阿
蘇

阿
蘇
の
地
域
づ
く
り
カ
フ
ェ

　

阿
蘇
の
地
域
づ
く
り
カ
フ
ェ

は
、
阿
蘇
の
未
来
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
気
軽
に

話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
語
り
の

場
で
す
。
美
味
し
い
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
思
い
思
い
の
お
し
ゃ
べ
り

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
は
「
あ
な
た
が
遊
ん
だ
阿

蘇
の
あ
そ
び
」
を
テ
ー
マ
に
話
し

合
い
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
森

の
材
料
（
め
ぐ
み
）
で
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
を
作
成
し
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

●
と
き　
11
月
27
日
木

　
 

午
後
２
時
～
（
受
付
は
午
後
１

時
30
分
～
）

●
と
こ
ろ　

　
国
立
阿
蘇
青
少
年
交
流
の
家

●
入
場　
無
料
（
要
事
前
申
込
）

●
主
催　

　
阿
蘇
市
地
域
づ
く
り
協
議
会

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
観
光
ま
ち
づ
く
り
課

☎
２
２
‐
３
１
７
４

催

し
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阿
蘇
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
松
本
サ
リ
ン
事
件
の
第
１
通
報

者
で
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
容
疑
者
扱

い
さ
れ
た
河
野
義
行
さ
ん
を
講
師

に
お
迎
え
し
「
報
道
と
人
権
」
と

題
し
た
講
演
の
ほ
か
、
阿
蘇
大
津

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
人
権
啓
発
劇
が
上
演
さ
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
展
示
部
門
で
は
、
阿
蘇

市
内
の
園
児
、
小
中
高
生
の
人
権

絵
画
や
人
権
標
語
、
男
女
共
同
参

画
川
柳
、カ
ル
デ
ラ
阿
蘇
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
講
座
生
の
作
品

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
人
権
擁
護
委
員
に

よ
る
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
と
き　
12
月
４
日
木

　
午
前
９
時
～
正
午

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
体
育
館

問
市
役
所
人
権
啓
発
課

☎
２
２
‐
３
２
０
６

「
税
を
考
え
る
週
間
」
講
演
会

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
の

「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
合
わ
せ
、

阿
蘇
法
人
会
主
催
に
よ
る
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料

で
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園

指
定
80
周
年
記
念
写
真
展

　
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
は
、

昭
和
９
年(
１
９
３
４
年)

12
月

４
日
に
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、

こ
と
し
80
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
記
念
の
年
に
、
80
年
に
及

ぶ
歴
史
を
振
り
返
り
、
風
景
か
ら

見
た
時
代
の
歩
み
を
、
現
代
・
次

代
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
80

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
主
催
で

記
念
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
国
立
公
園
指
定
以
前
の
昭
和
初

期
か
ら
昭
和
50
年
代
に
撮
影
さ
れ

た
貴
重
な
風
景
写
真
で
す
。

　
80
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が

ら
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
た
自

然
、
変
わ
ら
ぬ
自
然
を
見
て
い
た

だ
き
、
国
立
公
園
の
根
本
に
あ
る

自
然
や
景
観
の
保
全
と
活
用
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

●
と
き　

　
11
月
７
日
金
～
11
月
20
日
木 

　
午
前
９
時
～
午
後
10
時

●
と
こ
ろ

　
阿
蘇
体
育
館
ロ
ビ
ー(

内
牧)

問
阿
蘇
自
然
環
境
事
務
所

☎
３
４
‐
０
２
５
４

●
と
き　
11
月
13
日
木

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時
30
分

●
と
こ
ろ　

　
ホ
テ
ル
サ
ン
ク
ラ
ウ
ン
大
阿
蘇

●
講
演
内
容

▼
第
１
部
「
税
に
つ
い
て
」

　
講
師
： 

阿
蘇
税
務
署 

署
長　

　
　
　
　
水
上
秀
之
氏

▼ 

第
２
部
「
メ
タ
ボ
対
策
の
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
」

　
講
師
：
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
波
登
か
お
り
氏

問
阿
蘇
法
人
会
事
務
局

　
☎
２
２
‐
４
５
８
６

無
料
健
康
教
室

　
健
康
づ
く
り
の
普
及
啓
発
活
動

と
し
て
、
２
日
間
の
日
程
で
健
康

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
生

活
に
活
か
す
健
康
づ
く
り
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
日
程

▼
対
象
：
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

①
11
月
18
日
火　

②
11
月
27
日
木

※
両
日
と
も
に
午
後
２
時
～

▼ 

対
象
：
か
ら
だ
づ
く
り
に
関
心

の
あ
る
人
（
お
お
む
ね
20
～
65

歳
）

①
11
月
18
日
火　

②
11
月
27
日
木

※
両
日
と
も
に
午
後
３
時
30
分
～

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
体
育
館
武
道
場

●
内
容　
栄
養
講
話
・
運
動
教
室

●�

持
参
品　

タ
オ
ル
、
室
内

シ
ュ
ー
ズ

問
㈱
く
ま
も
と
健
康
支
援
研
究
所

☎
０
９
６
７
‐
６
５
‐
５
０
７
７

広
告

もう、チェックした？

熊 本 県

最低賃金 6 77 時間額

円

平成２６年１０月１日から！
年齢に関係なく、パートや学生アルバイト
などを含め、すべての労働者に適用されま
す。賃金が最低賃金以上になっているか、
確認してみましょう。



暮 ら し の 情 報

　将来にわたる黒川流域住民の安全確保と宅地かさ上げ
事業実施のため、川流域に災害危険区域を指定し、建築
物の建築の制限について必要な事項を定める「阿蘇市黒
川出水災害危険区域に関する条例」の制定を予定してい
ます。制定にあたり広く市民の皆さまからのご意見を募
集するため、パブリックコメントを実施しています。詳
しくは１０月下旬に全戸配布しています案内文をご確認
ください。
●募集期間　１１月１４日金まで
●閲覧・提出先　市役所総務課、内牧支所、波野支所

� 住民説明会　

黒川の出水による災害危険区域の指定について、より皆さ
まにわかりやすく説明し、さまざまな質問・ご意見をお受
けするために下記４会場で住民説明会を開催します。
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広
告

火 災
件数 累計 前年同期比

建 物 0 件 9 件 2 件  増
林 野 0 件 2 件 2 件  減
車 両 0 件 3 件 ー件  ー
その他 0 件 2 件 2 件  増

事 故

数字 で阿 蘇 市 を
見てみよう

人の動き

件数 累計 前年同期比
発生事故 9 件 76 件 8 件  減
死 者 0 人 1 人  3 人  減
負傷者 13 人 104 人 22 人  減

人数・世帯数 前月比
人 口 27,900 人 26 人 減
男 性 13,157 人 3 人 減
女 性 14,743 人 23 人 減
世 帯 11,287 世

帯 3 世
帯 増

ご み
排出量 前年同月比

可燃ごみ 739.6㌧ 38.2㌧  増
資源ごみ 96.1㌧ 32.6㌧  増
不燃ごみ 20.7㌧ 3.8㌧  増
1 人当たりの量 1,012㌘ 128㌘  増

（大阿蘇環境センター未来館搬入実績より）
※ ごみ処理量が減るよう減量化に取り

組みましょう。

（9月 30日時点）

（9月期）

（9月期）

（9月期）

光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
会

　
毎
回
ご
好
評

を
い
た
だ
い
て

い
る
光
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
体

験
会
を
開
催
し

ま
す
。
初
め
て
の
方
か
ら
も
っ
と

活
用
し
た
い
方
な
ど
、
ど
な
た
で

も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
知
ら
せ
端
末
に
関
す

る
質
問
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
と
き　
11
月
20
日
木
・
21
日
金

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ　
内
牧
温
泉
街
繁
栄
会

　
　
　
　
　

Art-chi

（
あ
ー
と
ち
）

●
参
加
費　
無
料

問
阿
蘇
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
‐
６
０
０
９

阿蘇市黒川出水災害危険区域に関する条例制定に伴う

パブリックコメントを募集しています

対象地区 日 時 会 場

一の宮地区 11 月 10 日 月 就業改善センター

山田地区 11 月 11 日 火 ＪＡ阿蘇営農部中部事業所
（中部営農センター）

尾ヶ石・永水地区 11 月 13 日 木 大阿蘇環境センター未来館

内牧地区 11 月 14 日 金 農村環境改善センター

※対象地区以外の方も参加できます。

問市役所総務課�☎２２‐３１１１
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人 権 作 文
家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

神
楽
が
つ
な
ぐ
も
の

波
野
中
学
校
２
年　

佐
藤　
大
地

　
神
楽
を
舞
う
こ
と
。
そ
れ
は
私

に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
神
楽
は
こ
の

波
野
に
根
ざ
し
た
文
化
で
あ
り
、

私
の
人
生
に
大
き
く
関
わ
っ
て
き

た
も
の
だ
か
ら
だ
。

　
私
が
神
楽
と
出
会
っ
た
の
は
、

保
育
園
の
頃
だ
っ
た
。
家
の
す

ぐ
近
所
に
あ
る
神
楽
殿
で
行
わ

れ
る
父
と
祖
父
の
公
演
に
何
と
な

く
つ
い
て
い
き
、
い
つ
も
舞
台

の
袖
か
ら
神
楽
を
舞
う
二
人
の
姿

を
見
て
い
た
。
は
じ
め
は
、
神
楽

に
登
場
す
る
人
物
の
『
面
』
が
と

て
も
恐
ろ
し
か
っ
た
。
し
か
し
祖

父
が
、
夜
通
し
で
神
楽
の
演
目
を

三
十
三
座
す
べ
て
舞
い
続
け
た
公

演
の
ビ
デ
オ
を
見
て
そ
の
気
持
ち

は
変
わ
っ
た
。
ビ
デ
オ
を
見
る
ま

で
は
正
直
、
（
本
当
に
夜
通
し
で

舞
っ
た
の
か
な
）
と
半
信
半
疑

だ
っ
た
。
し
か
し
ビ
デ
オ
を
見
て

い
る
う
ち
に
「
神
楽
っ
て
、
す
ご

い
迫
力
だ
な
。
」
と
、
衝
撃
を
受

け
て
い
る
自
分
が
い
た
。
そ
れ

に
、
誰
も
や
っ
た
こ
と
が
な
い
こ

と
に
挑
戦
し
て
成
功
さ
せ
た
祖
父

を
「
か
っ
こ
い
い
」
と
思
っ
た
。

い
つ
し
か
『
面
』
の
恐
怖
を
忘
れ

て
、
自
分
も
神
楽
を
舞
い
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
し
て
、
小
学
校
二
年
生
の
時

に
初
め
て
神
楽
を
舞
っ
た
。
「
神

楽
を
舞
い
た
い
」
と
家
族
に
打
ち

明
け
た
時
の
祖
父
の
嬉
し
そ
う
な

表
情
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
最
初
に

人 権 作 文 平成25年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成25年度時点。

舞
っ
た
の
は
「
五
方
礼
始
」
と
い

う
舞
だ
。
実
際
に
舞
っ
て
み
る

と
、
と
て
も
緊
張
し
て
し
ま
い
、

舞
う
こ
と
の
大
変
さ
が
わ
か
っ

た
。
『
面
』
を
つ
け
始
め
る
と
さ

ら
に
大
変
さ
が
増
し
た
。
視
界
は

狭
く
な
り
、
衣
装
は
重
く
動
き
に

く
か
っ
た
。
し
か
し
、
神
楽
を
や

め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
。

神
楽
を
好
き
な
気
持
ち
が
強
く
、

私
に
と
っ
て
神
楽
は
、
や
る
の
が

当
た
り
前
な
も
の
に
な
っ
て
い

た
。

　
中
学
生
に
な
っ
た
私
に
、
新
た

な
挑
戦
の
話
が
来
た
。
そ
れ
は
、

「
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
と
神
楽
を
コ
ラ

ボ
し
な
い
か
」
と
い
う
誘
い
だ
っ

た
。
初
め
て
こ
の
話
を
聞
い
た
と

き
、
正
直
私
は
「
何
を
言
っ
て
い

る
ん
だ
ろ
う
」
と
思
っ
た
。
そ
れ

は
神
楽
と
ダ
ン
ス
が
一
緒
に
同
じ

舞
台
に
立
つ
な
ん
て
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
か
ら
だ
。

　
私
は
い
つ
も
の
神
楽
じ
ゃ
な
い

神
楽
を
舞
う
こ
と
に
不
安
ば
か
り

感
じ
て
い
た
。
し
か
し
そ
ん
な
私

に
相
手
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
方
が
て

い
ね
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く

だ
さ
り
不
安
を
取
り
除
い
て
く
れ

た
。
ま
た
、
同
じ
舞
台
に
立
つ
父

や
祖
父
、
そ
し
て
仲
間
の
存
在
が

私
の
大
き
な
支
え
に
な
っ
た
。

　
舞
台
が
終
わ
り
、
幕
が
降
り
る

と
外
の
音
は
何
も
聞
こ
え
な
く

な
っ
た
。
し
か
し
、
後
か
ら
ス

タ
ッ
フ
の
人
に
「
幕
が
降
り
た
後

も
、
拍
手
が
鳴
り
や
ま
な
か
っ

た
よ
。
」
と
聞
き
、
う
れ
し
く
て

た
ま
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

後
、
家
族
か
ら
波
野
中
の
友
達
や

先
生
方
も
来
て
く
れ
て
い
た
と
聞

き
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
気
持
ち

に
な
っ
た
。

　
こ
の
公
演
で
、
私
は
、
周
り
の

人
た
ち
の
支
え
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
神
楽
が
で
き
る
の
だ
と
改
め

て
気
づ
か
さ
れ
た
。
「
支
え
合
っ

て
の
神
楽
」
だ
と
強
く
感
じ
、
こ

う
し
て
今
、
自
分
が
神
楽
を
舞
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
公
演
を
無
事
に
終
え
た

達
成
感
と
、
ダ
ン
ス
と
い
う
現
代

の
表
現
と
神
楽
と
い
う
伝
統
文
化

が
混
ざ
り
合
う
と
い
う
、
新
た
な

分
野
を
切
り
拓
く
こ
と
が
で
き
た

喜
び
が
、
私
に
大
き
な
自
信
を
与

え
て
く
れ
た
。
私
は
勉
強
が
あ
ま

り
得
意
で
は
な
く
、
神
楽
が
な

か
っ
た
ら
、
自
分
に
自
信
を
持
て

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
神
楽
を
舞
う
こ
と
が
自
分
の

中
の
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
感
じ
る
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
私
の
家

で
は
、
父
も
祖
父
も
神
楽
を
舞
っ

て
い
る
。
公
演
の
前
日
は
、
夕
食

の
時
な
ど
に
「
明
日
は
落
ち
着
い

て
い
け
」
や
「
一
つ
一
つ
の
動
作

を
大
き
く
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
く
れ
る
。
祖
母
も
「
観
客

を
か
ぼ
ち
ゃ
だ
と
思
い
な
さ
い
」

な
ど
の
言
葉
で
勇
気
づ
け
て
く
れ

る
。
そ
れ
に
母
は
夕
食
後
、
時
に

は
夜
遅
く
に
白
衣
や
足
袋
に
ア
イ

ロ
ン
を
き
れ
い
に
か
け
て
く
れ

る
。
そ
ん
な
母
の
姿
を
見
る
と

（
明
日
は
が
ん
ば
る
ぞ
）
と
思

　
こ
の
作
文
は
、
波
野
の

中
江
岩
戸
神
楽
の
伝
統
を

受
け
継
ぐ
こ
と
に
関
し

て
、
文
化
祭
で
意
見
発
表

の
時
に
書
い
た
意
見
文
を

改
め
て
つ
づ
り
直
し
た
も

の
で
す
。
大
地
く
ん
は
、

勉
強
と
部
活
で
忙
し
い
日

常
生
活
の
合
間
を
ぬ
っ
て

神
楽
の
練
習
や
公
演
を
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
神
楽
の

話
に
な
る
と
い
つ
も
目
を

輝
か
せ
て
語
っ
て
く
れ
ま

す
。
神
楽
に
打
ち
込
む
姿

は
、
学
校
の
み
ん
な
や
私

に
熱
い
心
を
呼
び
起
こ
し

て
く
れ
ま
す
。　

う
。
な
に
よ
り
母
が
ア
イ
ロ
ン
を

か
け
て
く
れ
た
衣
装
は
ぴ
し
っ
と

な
っ
て
い
て
、
と
て
も
舞
い
や
す

い
。
こ
ん
な
家
族
の
姿
が
公
演
前

の
習
慣
に
な
っ
て
い
て
、
な
ん
だ

か
と
て
も
い
い
な
ぁ
と
思
う
。
神

楽
は
私
の
家
族
を
つ
な
ぐ
も
の
で

も
あ
る
の
だ
。

　
神
楽
は
私
に
と
っ
て
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
だ
。
だ
か
ら
こ

そ
、
私
に
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
を
今
回
の

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
と
の
共
演
で
、
学

ば
せ
て
も
ら
っ
た
。
相
手
ダ
ン
ス

チ
ー
ム
の
方
々
は
、
神
楽
の
定
期

公
演
に
東
京
か
ら
何
度
も
足
を
運

び
、
古
事
記
な
ど
を
も
と
に
、
神

楽
の
勉
強
も
た
く
さ
ん
さ
れ
て
い

た
。
一
つ
の
こ
と
を
、
目
標
を

持
っ
て
達
成
す
る
と
い
う
、
舞
台

に
対
す
る
熱
い
思
い
は
、
神
楽
だ

け
で
は
な
く
、
ダ
ン
ス
に
も
あ
る

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
そ
れ
と

同
時
に
、
神
楽
を
舞
う
自
分
た
ち

も
、
も
っ
と
神
楽
を
広
め
て
い
く

た
め
に
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
た
。

　
私
は
こ
の
中
江
岩
戸
神
楽
を
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
、
見
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
中
江
岩

戸
神
楽
は
、
世
界
に
一
つ
し
か
な

い
伝
統
芸
能
で
あ
り
、
こ
の
土
地

の
宝
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

し
か
し
、
現
在
は
少
子
高
齢
化
に

よ
っ
て
神
楽
を
舞
う
人
が
減
り
つ

つ
あ
り
、
伝
統
が
途
絶
え
る
危
機

に
直
面
し
て
い
る
。
昔
の
人
た
ち

が
大
切
に
つ
な
い
で
き
た
こ
の
宝

を
な
く
し
て
し
ま
う
の
は
い
け
な

い
こ
と
だ
と
私
は
思
う
。

　

私
は
今
、
中
学
生
だ
。
し
か

し
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ

と
が
あ
る
と
思
う
。
私
た
ち
が
努

力
し
続
け
る
こ
と
で
、
全
国
か
ら

神
楽
の
依
頼
が
来
る
か
も
し
れ
な

い
。
た
く
さ
ん
の
依
頼
が
来
る
よ

う
に
、
私
は
も
っ
と
必
死
に
頑
張

り
た
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
祖

父
か
ら
父
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き

た
、
波
野
の
中
江
岩
戸
神
楽
の
伝

統
を
、
私
も
受
け
継
い
で
い
き
た

い
。



阿蘇市在住。
絵や講演で活躍中。

絵・文　あべまりあ

「自然とともに遊び生活した子どもの頃の体験は宝物だ。心身を強くし、感
性を豊かにする。阿蘇の大自然を守るためにも次代を担う若い人や子ども
たちにもぜひ伝えたい！」と願い、あべさんが描かれた作品をお届けします。

大事にしたい、懐かしい阿蘇の生活 No.32
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阿蘇市内の小・中学校を紹介するコーナー

自慢の学校
School of the pride ● ● ● ●

第 12回 波 野 小 学 校

　
小
中
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
！　

　

本
校
は
平
成
11
年
、
楢
木
野

小･

犬
子
迫
分
校
、
遊
雀
小
、
波

野
中
部
小
、
小
池
野
小
の
４
校
１

分
校
が
統
合
し
て
で
き
た
学
校
で

す
。隣
に
は
波
野
中
学
校
が
あ
り
、

渡
り
廊
下
で
つ
な
が
っ
て
い
て
、

中
学
校
に
あ
る
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で

は
、
毎
日
中
学
生
と
一
緒
に
給
食

を
食
べ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
週
火
曜
日
の
放
課
後

に
は
、
Ｓ
Ｕ
Ｔ
（
合
同
学
習
会
）

の
時
間
と
し
て
４
年
生
以
上
の
子

ど
も
た
ち
と
中
学
１
年
生
～
３
年

生
ま
で
が
縦
割
り
班
で
一
緒
に
勉

強
も
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
５・
６
年
生
の
音
楽
と

英
会
話
科
（
波
野
小
は
「
外
国
語

活
動
」
で
は
な
く
「
英
会
話
科
」

と
し
て
英
語
の
学
習
を
進
め
て
い

ま
す
）、
５
年
生
の
社
会
科
、
６

年
生
の
理
科
の
授
業
は
、
中
学
校

の
先
生
が
教
え
に
来
ら
れ
ま
す
。

よ
り
専
門
的
な
立
場
で
指
導
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も

た
ち
も
不
安
な
く
中
学
校
へ
進
学

が
で
き
る
よ
う
で
す
。

　

�

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

　
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
！

　
波
野
小
で
は
、
豊
か
な
心
を
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
体
験

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

５
月
は
全
校
児
童
で
の
田
植
え
、

10
月
に
は
稲
刈
り
を
行
い
、
運
動

場
に
あ
る
巨
大
な
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
で
は
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、

ナ
ス
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
、
学

年
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
を
育

て
収
穫
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
４
年
生
は
波
野
の
特

産
物
で
あ
る
ソ
バ
を
育
て
、
５
年

生
は
夏
休
み
に
、
あ
し
き
た
と
阿

所在地／阿蘇市波野大字波野３７４２番地１
児童数／ 60 人　　創立／平成 11 年　
学校長／井上 正広　　教頭／小出 哲也

な
が
せ
汗
を
！
　
み
が
け
心
を
！
　
の
ば
せ
力
を
！

蘇
で
４
泊
５
日
の
長
期
宿
泊
学
習

も
行
い
ま
し
た
。

　
「
神
楽
の
里
」
と
呼
ば
れ
る
波

野
に
あ
る
本
校
に
は
、
部
活
動
と

し
て
「
神
楽
部
」
が
あ
り
ま
す
。

神
楽
部
に
は
２
年
生
～
６
年
生
ま

で
の
部
員
21
名
で
、
毎
週
水
曜
日

の
放
課
後
、
地
域
の
方
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
一
生
懸
命
練
習
に
励

み
、「
中
江
神
楽
」
を
受
け
継
い

で
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
月
１
回

の
定
期
公
演
の
ほ
か
、
神
楽
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
子
ど
も
芸
術
祭
で

も
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
豊
か
な
波
野
の
大
地
で
の

●School Profile

体
験
活
動
や
伝
統
芸
能
を
受
け
継

ぐ
中
で
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る

さ
と
を
誇
り
に
思
う
波
野
っ
子
が

元
気
に
育
っ
て
い
ま
す
。

中江の神楽殿での定期公演
芦北青少年の家でのマリン活動

中学校の先生による
５年生社会科の授業
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阿蘇市議会議員一般選挙直前特集

選挙前に知っておくべき２つのこと。
来年1月 25日に執行される阿蘇市議会議員一般選挙を前に、
皆さまに覚えてもらいたい「選挙運動」と「寄附の禁止」についてお知らせします。

選
挙
運
動

　

選
挙
運
動
と
は
、「
①
特

定
の
選
挙
に
つ
い
て
、
②
特

定
の
候
補
者
の
当
選
を
目
的

と
し
て
、
③
投
票
を
得
又
は

得
さ
せ
る
た
め
に
直
接
又
は

間
接
に
必
要
か
つ
有
利
な
行

為
」と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
①
が

阿
蘇
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

で
す
の
で
、
②
立
候
補
を
予

定
し
て
い
る
者
の
た
め
に
、

③
投
票
を
依
頼
し
た
り
、
名

刺
を
配
っ
た
り
す
る
行
為

は
、
選
挙
運
動
と
見
な
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

選
挙
運
動
が
で
き
る
期
間

は
、
次
の
市
議
会
議
員
選
挙

で
あ
れ
ば
、
立
候
補
届
が
受

理
さ
れ
た
時
（
１
月
18
日
）

か
ら
、
投
票
日
前
日
（
１
月

24
日
）
ま
で
で
す
。

　

届
出
が
受
理
さ
れ
る
前
の

選
挙
運
動
は
事
前
運
動
と
い

わ
れ
、
全
面
的
に
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
選
挙
運
動
は
、
左

記
の
よ
う
な
制
限
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❶戸別訪問�❷飲食物の提供�❸署名運動�❹人気
投票の公表�❺自動車を連ねて往来するなどの気
勢を張る行為�❻自筆答礼のもの以外のあいさつ
状（公営ハガキを除く）�❼選挙運動放送�❽特定
建物・施設における演説及び連呼行為　など

❶選挙事務関係者（投票管理者等）�❷特定の公
務員（警察官、徴税吏員等）�❸未成年者�❹選挙
権・被選挙権を停止されている人

❶不在者投票管理者（指定病院等） ❷公務員（区
長、嘱託員、消防団員等も含む） ❸教育者

禁止されている選挙運動

選挙運動をしてはならない人

地位利用の選挙運動をしてはならない人

　

政
治
家
（
候
補
者
、
立
候

補
予
定
者
、
現
に
公
職
に
あ

る
者
）
と
私
た
ち
有
権
者
と

の
つ
な
が
り
は
と
て
も
大
切

で
す
。

　

し
か
し
、
金
銭
や
品
物
で

関
係
が
培
わ
れ
る
よ
う
で

は
、
明
る
い
選
挙
、
お
金
の

か
か
ら
な
い
選
挙
に
近
づ
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

選
挙
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
政
治
家
が
選
挙
区
内
の

人
に
寄
附
を
行
う
こ
と
は
、

特
定
の
場
合
を
除
い
て
一
切

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
権

者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
政
治
家
は
、
選
挙

区
内
の
人
に
、
答
礼
の
た
め

の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除

き
、
年
賀
状
、
寒
中
見
舞
状
、

暑
中
見
舞
状
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
あ
い
さ
つ
状
を
出

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

寄
附
の
禁
止

冠婚葬祭や地域のイベントなどで行う
寄付も禁止の対象となります。
●病気見舞い�●葬式の花輪・供花�●
お中元やお歳暮�●お祭りへの寄付や
差入�●落成式・開店祝の花輪�●町内
会の集会や旅行などの催物への寸志や
飲食物の差し入れ�●地域の行事やス
ポーツ大会への飲食物の差入�●入学
祝�●卒業祝�●秘書などが代理で出席
する場合の結婚祝�●秘書等が代理で
出席する場合の葬式の香典　など

禁止される政治家の寄附の例問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

☎
２
２
‐
３
２
３
９



阿蘇地区　東コース
１１月１２日水・１２月１０日水
西役犬原公民館　　　　　
　　13:30 ～ 13:50
竹原公民館　　　　　　　
　　14:00 ～ 14:20
猿渡製材所前　　　　　　
　　14:30 ～ 14:50
坊中公民館　　　　　　　
　　15:00 ～ 15:20
佐伯商会前　　　　　　　
　　15:25 ～ 15:45

阿蘇地区　西コース
１１月１４日金・１２月１２日金
赤水駅前　　　　　　　　
　　13:50 ～ 14:10
宮本酒店前　　　　　　　
　　14:20 ～ 14:40

一の宮地区・波野地区
１１月１８日火・１２月１６日火

波野保健福祉センター　　
　　10:50 ～ 11:20
坂梨公民館　　　　　　　
　　13:10 ～ 13:30
古城公民館　　　　　　　
　　14:20 ～ 14:50
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Library Information

bookmobile 移 動 図 書 館

情 報

※�

天
候
や
道
路
状
況
に
よ
り
巡
回
を
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
移
動
図
書
館
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
阿
蘇
図
書
館
☎
３
２
‐
０
０
６
７
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

オ ス ス メ 図 書 新 刊 案 内
あなたの知的好奇心『見たい！知りたい！』を満足させる
おすすめ本や話題の本など様々なジャンルの本をご案内します。

　児童文学界のノーベル賞と言ともいわれる国際アンデ
ルセン作家賞受賞作家・上橋菜穂子の最新刊！重厚で深
淵な物語がはじまる――。帝国から故郷を守るため、絶
望的な戦いを繰り広げた戦士団の頭ヴァンは岩塩鉱に囚
われていた。ある夜、不思議な犬たちが岩塩鉱を襲い、
謎の病が発生する。その隙に逃げ出したヴァンは幼子を
拾い、ユナと名付け、育てるが…。命をつなげ。愛しい
人を守れ。未曽有の危機に立ち向かう父と子の物語。

『鹿の王』上下巻 ▷上橋菜穂子著

11 月 9日まで読書週間
　終戦の２年後の１９４７（昭和
２２）年、まだ戦争の傷あとが日
本中のあちこちに残っているとき、

「読書の力によって、平和な文化国
家を創ろう」と、出版社・取次会社・
書店と図書館が力をあわせ、そし
て新聞や放送のマスコミも一緒にな
り、第１回「読書週間」が開かれ
ました。
　それから６０年以上が過ぎ、「読
書週間」は日本中に広がり、日本
は世界のなかでも特に「本を読む
国民」の国となりました。今年の

「読書週間」が、
みなさん一人
ひとりに読書
のすばらしさ
を知ってもら
うきっかけと
な る こ と を
願っています。 

　
常
日
頃
か
ら
図
書
館
を
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
、

ま
た
、
ま
だ
１
度
も
図
書
館
を

訪
れ
た
こ
と
が
な
い
皆
さ
ま
に

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
、
年

に
一
度
限
り
の
図
書
館
の
祭
典

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
阿
蘇
市
生
誕
10
周
年
と
い
う

こ
と
で
、
今
年
も
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ま
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

入
場
は
無
料
で
す
。

●
と
き　
11
月
16
日
日

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら

●
と
こ
ろ　
一
の
宮
体
育
館

問
一
の
宮
図
書
館

　
☎
２
２
‐
２
９
１
６

問阿蘇図書館　 ☎ 32-0067 ／一の宮図書館 ☎ 22-2916
ASO LIBRARY NEWS図書館へ行こう！

【ホームページ】http://www.aso-lib.jp/

第
10
回
図
書
館
ま
つ
り
開
催＊阿蘇市読書感想文コンクール表彰式　

＊紙芝居「なまずとみこと」発表会
＊おはなしボランティアアップルおはなし会
＊古本リサイクル市
＊科学あそび
＊おさかなバックを作ろう
＊大道芸に親しむ
＊雑誌ふろく大抽選会

▶▶▶図書館まつりの内容

　植物好きの人が抱く素朴な疑問に答える図鑑。身近な
樹木の中から似ている種類を 2 種または 3 種のセットに
して写真で紹介し、見分けのポイントをイラストで明示
する。フィールドに持ち歩けるハンドブック図鑑あなた
の疑問がこれで解決するかも‼全 474 種を季節別に収
録する。

▷講談社新装版 樹木 見分けのポイント図鑑

来場者全員に
「わたがし」を
プレゼント！！



27 広報あそ 2014.11

竹田市
難攻不落の名城・岡城址で、いにしえ
に想いを馳せる―。久住高原で、大自
然のパワーを全身で体感する―。長湯
温泉の名湯に浸かり、ゆっくり心と身
体を癒す―。
じっくり歩いて、触れて、楽しみ方は
あなた次第。訪れる度に新しい発見と
出会いが待っています。魅惑の竹田に
でかけましょう。

50やまなみハイウェイ開通　　　周年記念特集リレーコラム

イ ベ ン ト 情 報 Event Information

たけた竹灯籠「竹楽」
　●とき　11 月 21 日（金）～ 23 日（日）
　 　 里山保全の取り組みのひとつとして、地元住民

やボランティア、観光客が一緒に作り上げた「竹
楽」。城下町竹田の一円を幻想的に彩る２万本
もの竹灯籠が有限の世界へと誘います。

第４回 ～ 好 き で す 竹 田 未 来 に 向 か っ て !! ～　 竹 田 市

阿蘇くじゅう国立公園の一角に位置し、広大
な緑のパノラマが眼前に広がる久住高原。放
牧や野焼きによって保たれた草原には、貴重
な植物が多く生息しています。また、自然の
雄大さ美しさに感銘を受けた多くの文人墨客
が詩を詠み、高原を中心に１７の歌碑が建て
られています。

文治元年（1185）、緒方三郎惟栄が源義経を迎
え入れるために築城したと伝えられ、難攻不落
の名城と名高く、重厚に積まれた石垣が今も残
されています。瀧廉太郎の名曲「荒城の月」の
モチーフとなった城跡としても有名。春は桜、
秋は紅葉に彩られます。城下町界隈には、御客
屋敷、武家屋敷通りがあり、情緒溢れるいにし
えの雰囲気を楽しめます。

白水ダム

国の重要文化財に指定された、日
本一美しいと称されるダム。壁面
の石によって美しい鱗模様が描か
れ、レースのカーテンのように流
れるさまは、芸術的な美しさです。

「飲んで効き 長湯して
利く長湯のお湯は心臓
胃腸に血の薬」と讃え
られた名湯。日本有数
の炭酸温泉が多く湧出
し、じっと浸かってい
ると、銀色の泡が肌の
上ではじけるのを実感
できます。数多くの文
人や温泉の権威をうな
らせた温泉が、心身の
病や疲れを優しく包み
込 ん で く れ る で し ょ
う。

長湯温泉

久住高原

岡城址、城下町周辺



相　談

●１１月１１日㊋　４ヵ月児健診
●１１月１１日㊋　もうすぐ 1 歳健診
●１１月１８日㊋　３歳児健診
●１１月２５日㊋　１歳６ヵ月児健診
●１２月　２日㊋　７～８ヵ月児健診

●１１月　９日㊐　市原胃腸科外科　☎ 34-1211
●１１月１６日㊐　たくもと小児科クリニック　☎ 34-2202
●１１月２３日㊐　松見内科クリニック　☎ 22-0260
●１１月２４日㊊　脇胃腸科　　　　☎ 32-2500
●１１月３０日㊐　さかなしハートクリニック　☎ 24-6262
●１２月　７日㊐　一の宮整形外科　☎ 22-3911

在宅医

健　診

心配ごと相談
●11月 20日㊍・12月 4日㊍　9:30～ 12:00　阿蘇保健福祉センター
　問社会福祉協議会　☎ 32-1127

年金出張相談 ( 国民年金・厚生年金）
●11月17日㊊・12月1日㊎　10:00～15:00�農村環境改善センター
●11 月 10 日㊎・28日㊎�　10:00 ～ 15:00�阿蘇市役所
　問熊本東年金事務所　☎ 096-367-2503

こころの相談
●11 月 11 日㊋　13:30 ～ 16:00　阿蘇保健所
　問阿蘇保健所　☎ 32-0535

消費生活相談
●11 月 19 日㊌・12月 3日㊌　10:00 ～ 15:00　内牧支所
　問阿蘇市消費生活センター　☎ 22-3364

もの忘れ相談
●随時受け付けています。
　問地域包括支援センター　☎ 32-5122
　問市役所ほけん課　☎ 22-3145

障がい者相談（就業・生活）
●11 月 18 日㊋　10:00 ～ 12:00　阿蘇市役所
　問市役所福祉課　☎ 22-3167

登記相談 ( 売買・贈与・相続等）
●12 月 18 日㊍　10:30 ～ 15:00　阿蘇市役所
　問熊本地方法務局阿蘇大津支局�☎096-293-2272

子育て

のんびり広場 ( 波野保育園内☎ 24-2800）
●１１月１２日㊌　遊具で遊ぼう
●１１月１９日㊌　計測日、発表会の準備をしよう
●１１月２６日㊌　発表会の準備をしよう
●１１月２９日㊏　保育園の発表会に参加しよう

すくすく広場 ( 一の宮子育て支援センター☎ 22-4539）
●１１月１１日㊋　消火避難訓練
●１１月１４日㊎　わいわい子育て相談会
●１１月１８日㊋　体験保育（りんどう保育園）
●１１月２０日㊍　誕生会・計測日
●１１月２５日㊋　手作りおもちゃ作り
●１１月２７日㊍　絵画教室
●１２月　２日㊋　編み物教室
●１２月　４日㊍　クリスマスリース作り
●１２月　９日㊋　茶道教室

ぴよぴよ広場 ( 阿蘇市子育て支援センター☎ 32-3843）
●１１月１０日㊊　食改委員による料理教室
●１１月１２日㊌　防災講座・救急法講習会・車両見学 
●１１月１９日㊌　不用品交換会・お店屋さんごっこ
●１１月２０日㊍　もみじ狩り交流（乙姫の家）
●１１月２６日㊌　誕生会・体験試食会、おはなし会「アップル」
●１２月　３日㊌　親子触れ合い体操、おやつ試食会
●１２月　４日㊍　計測・クリスマス飾り作り
●１２月１０日㊌　英語で遊ぼう

※場所 : 一の宮保健センター（☎ 22-5088）
※対象者には個別に通知しています。

イベント

くらし
カレンダー
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●１１月　８日㊏　こども芸術祭（阿蘇体育館）
●１１月　９日㊐　阿蘇スポーツ Day（アゼリア21ほか）
●　　　　〃　　　　非常呼集訓練
●　　　　〃　　　　阿蘇市民チャリティーゴルフ大会
●１１月１６日㊐　第10回図書館まつり（一の宮体育館）
●１１月２２日㊏　全国草原サミットシンポジウム（～24日）
●１１月２３日㊐　阿蘇市民スポレクフェア（一の宮運動公園）
●１１月２８日㊎　阿蘇火山防災訓練（中岳火口周辺）
●１２月　４日㊍　人権フェスティバル（阿蘇体育館）
●１２月　７日㊐　第 10 回阿蘇市民地域対抗駅伝大会
　　　　　　　　　（市役所スタート・ゴール）

●１１月１１日㊋　JA 阿蘇本所（9:30 ～ 11:15)
　　　　　　　　��熊本シール工業（13:00 ～ 16:00）
●１１月１９日㊌　大阿蘇環境センター未来館（9:30 ～ 11:00)

問市役所ほけん課　☎ 22-3145

献　血

要予約

要予約

※阿蘇医療センター夜間診療：毎週金曜 19時～ 21時

要予約
要予約

要予約

要予約



材　料（４人分）
[ 根菜の煮物 ]
●鶏胸肉�200㌘　●レンコン 100㌘　●ゴボウ 100㌘　
●ニンジン 100㌘　●ダイコン�100㌘　
●昆布といりこのだし汁�2 カップ
●味噌�大さじ 2　●砂糖�大さじ 4　●酒 大さじ 2　]�A　
[ 根サンマのソテー ]
●さんま（生） �2 尾　●塩 少々　●酒 小さじ 1　
●片栗粉 大さじ 1　●油�大さじ 2　●レタス�30㌘
●ダイコン�200㌘　●一味唐辛子 少々　●カボス 輪切り 4枚

作 り 方
[ 根菜の煮物 ]
❶�根菜は小さめの乱切りにする。鶏肉を小さめに切る。
❷鍋にだしを入れ、野菜と鶏肉を入れて煮る。
❸�Aを少しのだし汁に入れて溶かし、野菜が煮えたら鍋に
加えよく混ぜる。
❹５分ほど煮て、１０分くらい置いて器に盛る。
[ サンマのソテー ]
❶��さんまは頭を取り、二つに切りはらわたをとる。
水気をとり、塩、酒をなじませ１０分ほどおく。
❷さんまに片栗粉をまぶし、余分な粉を落とす。
❸�フライパンに油をしいて熱し、両面に焦げ目がつくまで
焼く。ふたをして蒸し焼きにする。ダイコンをおろし水
気をしぼる。
❹�皿にレタスをしき、❸をのせ、ダイコンおろし、一味、
カボスをのせる。
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山部 雄
ゆうさく

作 さん（29歳）　住所:宮地　
有限会社ヤマベ印刷 勤務

FRESH  MAN

食生活改善推進員協議会

地

産地消

C ooking!

〔趣味〕ビリヤード・音楽
〔特技〕時間外労働　
〔好きな言葉〕
　おもしろきこともなき世をおもしろく
〔好きな女性のタイプ〕
　明るくてよく笑う人
〔�阿蘇の好きなところ〕　
　子どもたちが元気なところ

Ｑ．仕事の内容　
　�広告・Tシャツなどのデザイン
Ｑ．�仕事で、日頃から心がけていること
　�感性の更新

さわやか

フレッシュマン

2
0

1
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1
_

1
1
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ダイコンがおいしくなる季節がやってきます。
気温の低い阿蘇では、より甘くみずみずしいダイ
コンを楽しむことができます。

問一の宮保健センター　☎ 22-5088

季節の味を楽しめる
根菜の煮物とさんまのソテー

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画


